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当館の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策について―その１１ 

 

新型コロナで 4月 25日から 3回目の緊急事態宣言が 3たび政府から出されました。 

今回は本年 4月 25日から 5月 11日まで 17日間の短期決戦でしたが、5月 31日まで更に延長す

ることが 3日前に決まりました。 

第一回は昨年 4月に 1か月半続きました。第 2回は本年 1月から 2か月半続きました。そして今

回はそのわずか 1か月後で 3回目の緊急事態宣言が出たことになります。 

本年 4月になってからは感染力・障害度共に強い変異株が主流を占めてきたようで、標準の防御

策をしていても変異株のクラスターが実際茨木県のスナックで 4月 3日に発生、大阪の介護施設で

は入院できなくて施設内で 14人、1/3が亡くなったとのことです。さらに気を引き締める必要性が

出てきました。群馬県は最高の警戒度４に 5月 4日から上げました。 

 

私たち介護施設も、新型コロナで感染防止対策に集中してきて既に 1年以上になります。自粛疲

れ・防止疲れで気が緩みがちかも知れませんがもう少しの辛抱です。当館でもワクチン注射が既に

始まりました。秋までには新型コロナも収まってくると期待して、感染防止を最優先にして引き続

き業務に当たって頂けますようにお願いいたします。 

 

何度も言いますが、特に私たちのような介護施設は業務自体が 3密を満たしているために、持ち

込まれたら終わりです。ですから持ち込まないことに全力を尽くしてきました。もし持ち込んでし

まったら何人かが亡くなり施設そのものが立ち行かなくなるので、一蓮托生なので持ち込んでしま

った個人を責めてはいけません。誰を責めるでもなくスタッフ一同は、世間に対しても職場内でも、

皆んなでじっと耐えるしかありません、心の冬眠です。そう思って皆でもう少し頑張りましょう。 

 

既に当施設でもスタッフや入所者に COVID-19ワクチン注射が始まっています。間もなく 2回目

のワクチン注射も予定されています。 

2回目の副反応の方が強いようなので、それを承知しておいて過度に恐れや不安を持たないよう

にしてください。そして第 1回目と同じように、注射した場合はその当日の業務は半日で切り上げ

て安静にして頂き、翌日も体調が厳しければ遠慮なく休むようにしてください。独りで不安になら

ないで同僚や上司とその都度相談し合って、不安があれば病院受診も早めにして下さい。 

 

これまで皆さん、良くしのいできました。もう少し頑張りましょう。 

 もう一つ、昨年度は運営困難な状況の中でスタッフはよく頑張りました。ベッド稼働状況は年平

均 95.69%でした。全スタッフに感謝を込めて均等少額ですが、報奨金を出すことにしました。 

 
老人保健施設一羊館の理念 

利用者の方々すべてに尊厳・安心・満足を！ 

 

一羊館の行動指針 

私たちは、保健・医療・福祉の架け橋のプロに徹します。 

私たちは、利用者の QOL・職員の QOL・健全経営の３立を目指します。 

私たちは、質向上のために日々の小さな工夫を忘れません。 

話合いの３原則：  

①相手の意見は決して否定しないでしっかり聞きます。 

②自分の意見はしっかり言う。ポジティブ表現で言います。 

③正解は一つではないことを自覚して自制します。 


